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論文内容の要旨
〔目的〕
食事中の脂肪とくに動物性脂肪が血清コレステロールを上昇させ動脈硬化性疾患の発症を促進する
可能性は，多くの疫学的調査によって古くから明らかにされてきている。一方，動物性脂肪の摂取量
の極端に少ない例が菜食主義者であり，日本においては禅宗修行食(禅宗食)が動物性脂肪を全く摂取
しない菜食主義食のモデルであると恩われる。菜食主義者や禅宗修行僧では血清コレステローノレ値
の低い乙とが既に知られている。しかし食事内容の変化に対する血清コレステロール値の変化につい
て個々の症例を検討すると，決して一様ではないと報告されており，それらの反応の違いの機序を明
らかにすることは高脂血症治療の観点からも重要であると考えられる。そ乙で私達は禅宗修行僧にお
いて，禅宗食開始前と 1 年間摂取後に脂質代謝の変動を検討し，それらに及ぼす因子を血清脂肪酸組
成の変化及びLDL 代謝花関連する乙とが推察されているアポ E表現型との関連で検討した。
〔対象及び方法〕
対象は49名の男性で，平均年齢は23.1才， Body Mass Index (B M 1 )は平均22.7である。禅宗食
の特徴は，分析の結果，低脂肪，高多価不飽和脂肪酸/飽和脂肪酸 (P/S) 比，無コレステローノレ
である乙とが判明した。血清コレステロール， リン脂質， トリグリセライドは酵素法， LDLーコレス
テローノレは， Friedwald の計算式で算出， HDL-コレステロールはへパリンーカルシウム沈澱法，血
清アポ蛋白は免疫比濁法で測定した。脂肪酸組成は， Folch方法に従い抽出した脂質をメチル化した
後，ガスクロマトグラフィーで分析した。アポ E表現型は等電点電気泳動で判定した。
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〔成績〕
全例における 1 年間の禅宗食摂取前後の血清脂質値の変化では，血清総コレステロール値は170mg
/dl から 154mg/dl，血清 LDL- コレステローノレ値は 101 mg/dl から83mg/dl へと有意に低下した
が， HDL- コレステロール値， トリグリセライド， リン脂質は有意な変化を呈さなかった。血清アポ
A1 は有意な変化を呈さなかったが，アポ B は73mg/dl から64mg/dl へと，アポ E は4.2mg/dlから
3.6mg/dl へと有意に低下した。
血清総脂質の脂肪酸組成では禅宗食摂取後， ω6 系のリノーjレ酸 (C18:2) は増加し， ω3 系のエ
イコサペンタエン酸 (C20:5) ，ドコサヘキサエン酸 (C22:6) は低下した。その結果， ω3 系と ω
6 系の脂肪酸組成の比 (ω3/ω6 比)は0.20から O. 09~L低下したが， P/S 比は有意な変化を呈さな
かった。各脂質分固における脂肪酸組成の変化はリン脂質，コレステリノレエステルに著明で， トリグ
リセライドで、は変化は小さかった。
禅宗食摂取後，全例の平均では血清総脂質中リノー)[..酸組成が増加した杭個々の例を検討すると，極
めて P/S比の高い食事を摂取しているにもかかわらず， リノーノレ酸組成が不変，またはむしろわず
かに減少した例がみられ，乙れらの例ではリノール酸は低値のままであった。リノール酸組成の増加
しなかった者は，血清総コレステロール値は，平均では 162mg/dl から 159mg/dl へと，ほとんど変
化はみられなかった。
アポ E表現型は， E 3/4 は 6 名， E 3/3 31名， E 4/3 7 名， E 4/2 , E 4/4 , E 5/3 各 1 名であ
った。血清総コレステロール値は，アポ E 3/2 は平均29mg/dl，アポ E 3/3 は 15mg/dl ， アポ E 4/3 
は 7mg/dl 低下し，血清総コレステロールの低下率はアポ E 3/2 は20労，アポ E 3/3 は115ぢ，アポ E
4/3 は 5% と， E 2 を有するもので低下率が高く， E 4 を有するもので低下率が低かった。
〔総括〕
禅宗食摂取後の血清総脂質の脂肪酸組成においては， P /S 比に大きな変化は認められなかったが，
リノール酸組成は増加し， ω3/ω6 比は著明に低下した。脂肪酸組成の変化はリン脂質，コレステリ
ルエステノレに著明で， トリグリセライドでは変化は小さかった。血清中のリノール酸組成は，外因性
の脂肪酸組成の変化を受けやすいと考えられているが，禅宗食摂取後においても血清リノール酸組成
の変化は一様ではなく，血清リノール酸組成が増加しなかった者では，血清総コレステロール値は有
意に低下しなかった。血清総コレステロールの低下率はアポ E2 を有するものは高く， E 4 を有する
ものは低かった。以上より，厳格な完全菜食を摂取した禅宗修行僧においても血清脂質の低下には個
体差が存在し，それには血清脂肪酸の変化やアポ E表現型が影響する乙とが明らかとなった。
論文審査の結果の要旨
本研究は，完全な菜食の下における脂質代謝の変動を明らかにする目的で， 49名の禅宗修行僧につ
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き，禅宗食(低脂肪，無コレステローノレ，高 P/S 比) 1 年間摂取後の脂質代謝の変動を検討したも
のである。禅宗食摂取後，血清総コレステロール， LDLーコルステローノレ，アポリポ蛋白 B ，アポリ
ポ蛋白 E は有意に低下し，血清脂肪酸組成においては， リノーノレ酸が有意に増加した。また禅宗修行
僧のように同じ食事を摂取し共同生活を送っている集団においても血清胸質の変動Kは個体差が存在
し，血清総コレステロールの低下度は 血清リノール酸組成の増加度及び、アポ E表現型に関連がある
乙とがみいだされた。以上の結果は，食事による脂質代謝の変動の機序を明らかにする上で重要な知
見と考えられ，学位に値すると判断される。
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